
産業界等と連携した学びの実践事例 

学校名 岡山県立 井原 高等学校 

実践場面 地域における商工会議所等と連携した取組 

実践日時（時期） 令和６年７月１７日（水） 

対象生徒（学年） 普通科・地域生活科 ２年生  １３５名 

連携の形態 ■包括連携協定（  井原商工会議所  ） 

□その他（              ） 

学びの分類 □講演会講師・説明会   □技術指導    ■企業訪問・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

□商品開発・共同研究   □最新技術・設備の見学   □その他 

実践の内容 

【現状】 

①令和５年度、１年生のときに井原市内の企業（２１社）による「合同企業説明会」に参加し、

自分たちの身近な場所で、各企業がどのような取組を行っているか、お話を聞かせていただい

ている。 

②１年生の「総合的な探究の時間」で、生徒一人ひとりが井原市内の特産品や井原の魅力を考え

る取組をしており、現状、そしてこれからの井原に必要なものをそれぞれの視点で考えること

ができている。 

・上記の①②の内容を踏まえ、実際の「仕事の現場」を訪問し、それぞれの企業の取組を知り、

自らのキャリア設計と学部・学科又は就職等の進路選択の一助としている。 

【実践内容】 

・井原商工会議所に協力をいただき、井原市内の企業に呼びかけをし 

てもらうことで、多くの企業が集まり、高校生たちに企業訪問の場 

を提供してくださることになった。 

・参加する２年生の生徒にアンケートをとり、最終的に各企業（１７ 

社）に班別に参加することとなった。 

・事前学習として、自分たちが訪問する企業について調べ、企業への 

質問内容を考えた。 

・それぞれの訪問の場で、「各企業がどのような課題を抱え、それに対 

してどのようなアクションを起こしているか」や、「これからの時代 

に求められる人材」「高校生のうちに学んでおいたほうがよいこと」 

等を教えていただくことができた。 

・企業訪問の際に、見聞き・体験した内容を、事後学習としてレポー 

トにまとめ、キャリアパスポートのファイルに綴じた。今後、進路 

選択をしていく際に、今回の取組の内容を振り返り、自分のやりた 

いことを考える一助としていきたい。 

 

実践による効果等 

・多くの受け入れ可能な企業を確保でき、一年生の企業説明会との連続性をもって、企業訪問を

行うことができた。生徒たちは、企業の現在を知り、これから求められることについて系統的

に考えることができた。 

・生徒たちにとって、地域の企業の事業内容や現状の取組を知ることで、これから自分たちが何

を学んでいくべきか考えることができ、職業意識の向上につながった。 

※実践の様子が分かる写真等を適宜入れてください。（肖像権の確認等（特に企業側）は各校で行った上で提出してください。） 


